
マンションへの

電気自動車充電設備

導入について

岡山県脱炭素社会推進課

２０２４年９月２３日
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電気自動車を取り巻く環境
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１．次世代自動車の種類

次世代自動車
（ＺＥＶ）

ハイブリッド自動車
（ＨＶ）

電気自動車
プラグイン・ハイブリッド自動車

（ＥＶ・ＰＨＥＶ）

クリーンディーゼル
自動車

燃料電池自動車（ＦＣＶ）

20～30%→30～40%

～5%→5～10%

15～20%→20～30%

～1%→～3%

国の普及目標2020年→2030年
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２．電気自動車・充電設備導入のメリット・デメリット

【管理組合・組合員全員のメリット】
・国の２０５０年ゼロエミッション宣言に参画する
・マンション陳腐化防止・消極的なイメージの払拭
・BEVだけではなく、PHEVでも使用可能
・駐車場の利用者への自動車購入の選択肢を拡大させられ、空き駐車場を減らせる
・防災面で活用が可能
①電気自動車の電気を単独で活用可能
②V2Hによって、マンションへ給電可能

・（BEV）敷地内で排気ガスを発生させない車両を増やすことができる
・補助金が活用でき、設置費用負担が減る

【電気自動車のメリット・マンションでの利用者のメリット】
・ガソリンスタンドへいかなくとも、自宅で充電できる
・ガソリンに比べて、電気代の従量料金のほうが安いため、ｋｍあたりの費用が安い
・停電時に電気自動車のバッテリーを活用してスマホ等の充電ができる
・加速が良く、走行が滑らか
・居住者がわざわざ外部で充電しなくとも、基礎充電が敷地内で可能となる
・マンションの場合、戸建てと異なり、動力を活用して倍速充電が可能
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２．電気自動車・充電設備導入のメリット・デメリット

【管理組合・組合員全員のデメリット】
・ケーブル等で景観が悪くなる場合がある
・補助金だけでは導入できないため、修繕積立金等自己資金が必要
・駐車場を使用しない者からすれば無用の長物
・機械式駐車場には導入できない場合がある
・充電設備を設置すると共用部分の電気代が上がる可能性がある
①100V（または三線200V）の場合、電灯の使用料が上がる
②200V動力の場合、基本料金が上がる

・新しい運用ルールが必要。また、専用区画やEV優先区画を設けなければならず、不公平の元と
なる可能性がある

【電気自動車のデメリット】
・バッテリーの交換費用が著しく高額となる
・EVはタイヤの消耗が激しく、交換頻度が多い
・車両価格が高い



４．岡山県の方針：ＥＶシフトへの対応方針
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４．県内での充電設備の現状
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電気自動車の充電設備について
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１．充電設備導入方針の決定

管理組合側※での方針決定

不動産使用貸借契約
（無償設置）

管理組合の共用施設
（有償設置）
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メリット デメリット

・無償で設置可能のため、
合意形成が容易

・所有権が（EV）充電事
業者に帰属するため、管理
組合としてはノーメンテナ
ンス

・収益化等に活用すること
ができない（現状）

・途中解約で違約金がある
場合がある

・収益化等、自由に運用す
ることができる

・管理組合の所有権のため、
いつでも撤去可能（補助金活用

の場合5年以内だと補助金返還のペナル
ティあり）

・有償のため、合意形成が
無償に比べて工夫が必要

・長期修繕計画の見直しが
必要（設置・更新時）

※アパート・賃貸マンションの場合には、そのオーナーの意向となります



２．充電設備の選択
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普通充電器

か

急速充電器

か？

県



２．充電設備の選択

基礎充電 経路充電
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目的地充電

日中新エネ自動車と充電インフラ共同研究成果報告
第10回日中省エネルギー・環境総合フォーラム
2016.11.26中国自動車技術研究センター日本自動車研究所より



２．充電設備の選択 普通充電器と急速充電器との違い
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日東工業㈱HPより

急速充電器 普通充電器

充電時間 早い ゆっくり

入力 三相 200VAC（交流） 単相100/200V AC（交流）

出力 DC（直流） 単相100/200V AC（交流）

電力変換 充電器側 車両側

通信 あり なし
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普通充電器

急速充電器近距離コンセント型 遠距離スタンド
コンセント

ケーブル付充電器 パブリック向け
（複数可）

ケーブルは車載ケーブルを使用
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パナソニック株式会社HPより

20kWh（中容量）～
50kWh（大容量）



20パナソニック株式会社HPより



３．電気容量の検討
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３．電気容量の検討 マンションの電力契約
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100V・200V
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３．電気容量の検討 普通充電器の場合

（例）日産リーフ【４０ｋＷｈ駆動用バッテリー搭載車】の場合

フル充電までの時間（倍速充電との比較）

１００％０％

３ｋＷ普通充電：約１６時間 ※

６ｋＷ普通充電：約８時間
約半分

注意
・６ｋＷ充電は、車両側が６ｋＷ充電に
対応している必要があります。６ｋＷ未
満の場合、その車両の最大充電容量が上
限となります。

・【倍速充電】６ｋＷ充電時には、常に
３０Ａの電流が長時間流れるため、ブ
レーカの定格は４０Ａが必要です。電力
契約の見直しが必要になる可能性があり
ます。

・【急速充電】２０ｋWｈ～５０ｋWh
での充電が可能です。
その場合、４０ｋWｈのリーフの場合に
は、３０分～１時間程度で８０％の充電
が可能です。

等速

倍速

机上の電気代：４０kWh×２６円／kWh＝１０４０円程度
※日産リーフの燃費は、
１kWhあたり７～９kmです。

23※100V15Aの場合、28時間となります



３．電気容量の検討 電気容量の調査
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電気設備図面



４．充電器の設置場所
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４．充電器の設置場所

建物内・建物に近い駐車場 建物から遠い駐車場 機械式駐車場

電気設備からの配線がしやすい

主要な電気設備からの距離が遠
いため、配線がしにくい。
地面を掘って配線し、駐車場に
スタンドを立てて設置する必要
がある。

種類によっては、配線ができな
いタイプの駐車場がある
そのパレット専用の充電設備と
なるため、必要な区画すべてに
設置しないとならない
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５．運用の費用
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現在は、どの（EV）充電事業者・メーカーでも、スマホアプリに
よって使用量・使用時間を把握し、キャッシュレスでの決済が主
流となっています。定額以外はアプリを活用されるとよいでしょ

う。



６．運用方法・ルール

駐車場契約者専用の充電設備とする場合

・駐車場使用細則に明記する必要があります。
・全区画に充電設備がついていない場合、充電設備のある区画を電気自動車優先とするかどうか
・電気代を従量制とするか、定額制とするか
・電気代が上下した場合の使用料の増減をどのように対応するか

充電が終わったら出て行ってもらう区画の場合

・外部に貸し出すか、居住者専用とするかどうか
・外部にも貸し出すなら、収益として所得となり申告が必要
・終わったのに居座っている場合のルールをどうするか（予約システムの構築）
・外部者には管理規約・使用細則の適用がないため、管理体制の構築が必要
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（EV）充電事業者に
よる独自アプリで制
御・予約できる場合

が一般的です



７．充電設備設置上の注意点 低圧契約
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≪負荷設備契約の場合≫

電気代基本料の増額の可能性

電気代基本料の増額

≪主開閉器契約＋電子ブレーカーの場合≫

充電設備が追加されることにより、契約ｋＷ数を
上昇させないとブレーカーが落ちてしまう
（ブレーカーを更新しなければならないことも）

＋充電設備



８．充電設備設置上の注意点 高圧契約
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電気代基本料の増額の可能性 高圧受電契約の基本料

は、過去１年間の最も

高い最大需要電力のｋ

Ｗ数が自動的に算出さ

れて適用されるため、

高圧契約で充電設備を

設置する場合、この契

約電力が上昇してしま

う場合があります。



駐車場全台数充電器設置 と 電気代・設置コストの節減（一例）
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デマンドコントロールを標準搭載したサービスもあり
・決められた電気供給容量に合わせて、ピークカットを実現
・駐車場の全台数に充電器を設置しても、低圧引込とすることが可能（コストダウン）



駐車場全台数充電器設置 と 電気代・設置コストの節減
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他台数対応普通充電器による
「デマンドコントロール」（自動ピークカット）
・非デマンドとの併用も可能



合意形成について
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１．合意形成 大まかな流れ

管
理
組
合
側

充
電
事
業
者

設
置
検
討
開
始

複
数
業
者
選
定

提
案
依
頼
（
決
議
）

提
案
プ
レ
ゼ
ン

0月 1月 2～3月

現
地
調
査
・
提
案

業
者
内
定(

決
議)

議
事
録
送
付

補
助
金
申
請

臨
時
総
会
承
認

契
約
・
発
注

補
助
金
認
可

理事会議事録

総会議事録

設
置
完
了

利
用
説
明
会

運
用
開
始

発意

4～5月 5～6月 ８～10月

５年
以上

34



２．合意形成 総会議案 普通決議か、特別決議か

【普通決議】
・電気自動車の充電設備を駐車場につける場合
・（EV）充電事業者に、敷地を貸与する場合
・予算案を変更する場合
・駐車場使用細則を変更する場合
・長期修繕計画の内容変更
・充電設備に関する使用細則を新設する場合

【特別決議】
・植栽を駐車場にするなど、敷地・共用部分の用途を変更する場合
・看板を設置するなど、景観が著しく悪化する場合
・管理規約を改定する場合

・電気代の徴収方法のルール策定
・駐車場を外部に貸せるようにする場合
・外部者も駐車場で充電できるようにする場合
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２．合意形成 提案理由（将来性・防災対応） 例

④電気自動車による災害対応力の増強の可能性

電気自動車は、いわば大きな蓄電池です。
戸建てでは、すでにV2Hという設備が整っており、この「大きな蓄電池」である電気自動車からの電気で、停
電したとしても家の設備に電気を送ることができ、生活が継続できます。
マンションでも同様に、災害が発生して大規模停電時に、携帯電話やスマホへの充電、給水ポンプやエレベー
ター、廊下の電灯等に電気を供給して、災害時でもできるだけ平常時に近い生活が行えるようにすることで、
居住者の安心感は大きなものになると思われます。
とはいえ、マンション内のすべての電力を賄うための必要電力は大きなものとなり、１台や２台で居住者全員
の日常生活に必要な電力をカバーすることも難しく、エレベータ等への高電流の負荷にはまだまだ技術の改善
が必要です。

他方、電気自動車は居住者の私物ですので、これらの対策が具体化したあかつきには、電気自動車の所有者と
管理組合とで「協定」を締結し、電気自動車の使用できる電気のうち３割くらいを有償で分けてもらうことを
想定しています。このような活用方法が考えられるため、駐車場非使用者、電気自動車非使用者にとっても、
充電設備の設置は価値があるものと思われます。

36

駐車場を使用していない人にも、設置にご理解をいただきましょう



３．案文 例 （契約駐車場設置の場合）
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３．案文 例 （契約駐車場設置の場合）
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実際の設置例／仮想費用例
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補助金除く

導入の経緯
•今後のEVシフトの加速を見越して設置を検討。補助金が出るうちに設
置したいと考えた。ユビ電（株）のシステムを採用することで共用部の
電気料金と切り分けができるため非常に合理的で、コンセントさえ付け

ればよいのも決め手の一つ。総会では賛成多数で決議。2022年12月に設
置。



１．設置工事モデルケース・概算費用
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急速充電器の場合、年間１００万円の電気代以
外のランニングコストは回収できません。
集合住宅の場合、V２H充電器（放電装置）と
蓄電池を組み合わせて、災害時の非常電源とす

る方式をお勧めします
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よくある質疑回答集（集合住宅用）

47



48

１．充電設備は、何基程度設置したらいいでしょうか。

次世代自動車は、クリーンディーゼル車や、すでに街を走っている
ハイブリッド車等も含まれ、そのうち、充電設備を必要とする次世
代自動車は、電気自動車とプラグインハイブリッド車です。

これを踏まえると、概ね駐車場の台数の20％を目安に設置をするこ
とが目安になると考えられますが、各マンションの状況にもよるか
と思いますので、状況に応じて検討されるのがよろしいかと思いま
す。ただし、電気自動車でない車両が充電設備の置かれた区画に非
充電車両が駐車してもよいのか、電気自動車専用区画とするか等運
用上の工夫が必要です。
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２．自宅マンションに設置するメリットは何ですか

充電設備の設置の考え方には基礎充電、経路充電、目的地充電の３
つがあります。

このうち、自宅マンションへの設置は基礎充電に当たります。自宅
に充電器があることで、夜間寝ている間等に充電が完了でき、より
便利にお使いいただけます。

ガソリンでも、常に満タンということはないと思います。
常時満タンを目指す場合には、近隣の急速充電設備等を活用し、日
常的に走る分を基礎充電で賄うようにしましょう。
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３．普通充電器と急速充電器の違いは何ですか？

普通充電と急速充電の違いは充電速度（出力）です。

急速充電は、一般的に１０ｋW以上の出力を指し、より高い電圧と
電流を流すことで、普通充電器より短い時間で充電できます。

また、普通充電器には、３ｋWのタイプと、その倍である６ｋWの倍
速充電器を含んで呼ぶことがあります。

（東京都環境局「電気自動車の導入設備基礎ガイド」P2 、1 充電設備の種類より引用）
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４．普通充電器と急速充電器は、どちらが住宅に適していますか？

住宅に適しているのは普通充電器です。

普通充電器は急速充電器より充電時間はかかりますが、設備導入費
用や維持管理費用の負担が少なく、長時間駐車する住宅や事務所、
宿泊施設等への設置に適しています。

急速充電器（１０ｋWｈ以上）は、法定の自家用電気工作物の点検
費用、充電中の騒音が発生する、電気自動車の電池への負担が大き
い（劣化が早まる）等のデメリットがあります。

また、普通充電器は大きく分けて壁付けコンセントタイプとスタン
ドタイプの2種類があります。
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５．充電設備は何台程度設置できますか？

充電設備の設置台数は既存受電契約の電気容量や、設置する充電器
の必要容量によってマンションごとに異なります。

なお、電気事業法の改正により、充電設備については既存受電契約
とは別に専用の電気契約を別途結び、電力会社の配線から充電器専
用の受電ができるようになりました。これにより、既存受電契約の
電気容量に余裕がない場合でも、設置できるケースがあります。

設置したい台数により、敷地内で確保するか、外から引き込むかを
調べる必要があります。

（参考ページ：マンション修繕施工協会「充電設備導入マニュアル」P4、「充電設備を選択/検討する際のポイント」）
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６．どのような（EV）充電事業者がありますか？

近年、充電設備の相談から設置、運用までトータルでサービスを提
供する（EV)充電事業者が増えてきています。電気自動車の充電は、
利用者ごとに使用時間・使用回数が異なります。そのため、厳密に
受益と負担の関係を明確にしたい場合には、「誰が」「どのくら
い」充電をしたかの実績を記録するためのシステムが必要となりま
す。そこで、こうした（EV）充電事業者を選定することで、料金の
徴収や運用面で管理組合の負担を軽減することも可能です。具体的
にどのようなサービスを提供しているかは（EV）充電事業者によっ
て異なる場合があります。

また、岡山県では今回のような無料セミナー＆相談会を展開してい
ますので、ぜひご利用ください。
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７．充電設備の設置にあたって、総会での議決は必要ですか？

充電設備の設置にあたって、充電設備の利用方法や料金の徴収方法
等の費用負担の取り決め、充電設備設置工事の実施及び駐車場使用
細則等（必要に応じて管理規約や細則を含む。）の変更等について
の総会決議を行う必要があります。

なお、充電設備の管理規約上の位置付けや総会による決議の方法等
は各集合住宅の管理組合の判断となりますが、原則、設置について
は普通決議で良いとされています。

（参考ページ：東京都環境局「電気自動車の導入設備基礎ガイド」P3、2 充電設備に関する合意形成）
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８．どうすれば住民全体の合意を得ることができますか？

充電設備の利用者が費用を負担する受益者負担の仕組みを構築することで、電気
自動車を利用しない住民の合意を得られやすくなることが考えられます。
近年では、設置だけでなく、料金徴収の仕組み等を提供する場合もあります。そ
ういったサービスを活用することで、 （EV）充電事業者が提供するアプリ等を
用いて、利用者が使用した分の利用料金を支払うことができ、受益者負担を明確
にすることも可能です。
また、総会での説明など、合意形成のサポートを提供する（EV）充電事業者も
あります。
そのほか、V2Hという電気自動車からの電気を使って、災害時等にマンション内
に電気を供給する手法も併せてご紹介することで合意形成をしやすくする方法も
あります。
加えて、今後、電気自動車が多く流通していくことからも、マンションの陳腐化
を防止しませんか？という視点も重要です。

（参考ページ：東京都環境局「電気自動車の導入設備基礎ガイド」P3、2 充電設備に関する合意形成）
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９．充電設備の利用料金はどのように徴収すればいいですか？

費用負担については、駐車料金に定額上乗せする方法等があります。

従量課金をする場合には、時間課金、使用量（ｋＷｈ）で加算するケースがあり
ます。

後段の方は、最近では充電器の相談から設置、運用まで一連でサービスを提供す
る（EV）充電事業者が増えてきており、アプリ等を通して利用者が使用した分
の料金を徴収するサービスを提供する（EV）充電事業者もあります。

（参考ページ：マンション修繕施工協会「充電設備導入マニュアル」P11）
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１０．充電設備を共用とする場合、どのような運用にすればいいですか？

例えば、充電設備の予約や
使用状況の確認ができるア
プリ等を提供している
（EV）充電事業者のサービ
スを利用する方法がありま
すので、活用しましょう。

管理室やコンシェルジュ等
の窓口管理ではミスも発生
したり、管理会社が責任を
負えない等の理由から、適
正な運用は難しいでしょう。



【全般として】

一般的には、減価償却では６年、
交換目安は１０年とされています。

【普通充電コンセント（100V,200V）】

ご家庭のコンセントとは何ら変わり
ないものです。
不具合のない限り使用可能です。

10年程度を目安にするとよいでしょ
う。

【急速充電設備】 【普通充電スタンド（100V,200V）】

アルミ製でできています。高耐候の
材料ですので、２５年程度使用可能
です。

充電設備部分・配線部分については
１０年程度を見込むとよいでしょう。
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１１．充電設備の耐用年数は何年でしょうか？ 
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１２．充電設備の維持費はいくらくらいかかりますか？ 

コンセントタイプ、スタンドタイプのいず
れも特別なメンテナンスは不要とされてい
ます。しかし、日常的な清掃はマンション
側で行うことが望ましいでしょう。

ケーブルが含まれるスタンドタイプでは、
使用頻度によってはケーブルや接続口の破
損等もありますので、４～５年に１回ケー
ブルを交換できるような予算を確保すると
よいでしょう。

急速充電器は維持・運用するのに経費がか
かります。

ケーブルは車載ケーブルを使用
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１３．何基設置できるか、自分で調べる方法はありませんか？

普通充電器：６ｋＷの倍速充電の場合、３０Ａ～４０Ａのブレーカーが必要です。
３ｋＷの場合、１５Ａ以上のブレーカーが必要です。

このような「予備」と記載されているような開閉器を数えるだけでも余剰分がわかります。
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１４．充電設備を入れると全体の電気代が上がると聞きましたが本当ですか？

マンションは、その規模によって低圧契約・高圧契約の２種類が存在します。

その場合

・低圧契約
①負荷設備契約（問題なし）
②主開閉器契約 → 電子ブレーカーが設置し、基本契約ｋＷ数を減らして

動力の基本料金を減らしている可能性あり
・高圧契約
…最大需要電力が上昇することにより、基本料金が上がってしまう。

となり、建物の電力契約（動力）を活用すると、建物全体の電気料金（基本料
金）が上がってしまうおそれがあります。（１ｋＷあたり1200円程度の増）
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１５．どんな工事が必要なのでしょうか？
※
一
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動
車
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電
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協
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H
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り

※急速充電器の場合
キュービクルが必要に
なることがあります。



質問・意見 回答

充電設備をつけたからと言って、資産価値が高ま
るというのは詭弁だ

少なくとも、居住者が駐車場に駐車できる次世代自動車の車種の選択肢が増えることは間違
いないため、居住者がどの物件を購入・賃貸しようかを検討している段階で、選ばれる確率
が高くなる＝売却・賃借スピードが早くなるであろうと考えられます。

今はまだ、欧州・中国で覇権争いがなされていて、
規格が定まっていないため、設置は早計である。
もう少し様子を見るべき。

家電製品のプラグ同様に、電気自動車もその国で普及している充電設備の規格に応じた形の
充電口のものが販売されているため、問題ありません。

当マンションには、電気自動車の駐車場契約者が
いないので、充電設備の設置は不要だ。

充電設備がないために電気自動車を買うという選択肢がないということも考えられます。充
電設備がないことで、今後駐車場契約者がより減っていく可能性があります。

設置に費用がかかっても、投下資本を回収するこ
とができないのではないか？

まず投資として元本を回収するような事業ではありません。マンションにとって設置してい
ることが資産価値の向上や居住快適性を高めるための設備ですので、使用料から回収するよ
うな設備ではありませんし、管理組合の収益事業のためには補助金が出ません。

管理会社が、「トラブル時に一次対応をするのが
当社であるが、とても対応できない」と言ってい
るのでやめた方がいい。

充電設備に関するトラブルは管理会社様ではなく、（EV）充電事業者に連絡してもらうこと
を居住者様へ周知徹底いただくこととなります。

電気代が今後高騰し、ガソリン代よりも高くなる
日がくるから、電気自動車が国が考えているほど
シェアが伸びることはない。

現状、ガソリン車との比較においては、1kmあたりの費用に関しては、電気自動車の方が格
安となっており、電気代が７～８倍にならない限り、そのようなことにはならないと考えら
れます。

世界情勢を見て、電池が手に入らなくなるなどで
突然国が方針転換するかもしれない。

２０３５年以降は電動車（EV、HV、PHV、FCVの４種）のみの１００％新車販売が決まって
いること、現在補助金が出されている点から、純ガソリン車・ディーゼル車の新規販売停止
は実行されるものと考えられます。

使い終わった電池の廃棄が社会問題になっている。
そんなのに協力する必要はない。

電池としてのリサイクルはまだ技術開発途上ですが、コバルト・ニッケル・銅等への資源化
は一般的となっています。その他は焼却され、屑鉄として処理されています。
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１６．その他のＱ＆Ａ
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